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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】令和3年6月10日(2021.6.10)

【公開番号】特開2020-128857(P2020-128857A)
【公開日】令和2年8月27日(2020.8.27)
【年通号数】公開・登録公報2020-034
【出願番号】特願2019-22196(P2019-22196)
【国際特許分類】
   Ｆ２５Ｂ   5/02     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｈ   1/22     (2006.01)
   Ｂ６０Ｋ  11/04     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/613    (2014.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/6569   (2014.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/625    (2014.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/647    (2014.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２５Ｂ    5/02     ５２０Ｄ
   Ｆ２５Ｂ    1/00     ３０４Ｌ
   Ｂ６０Ｈ    1/22     ６５１Ｃ
   Ｂ６０Ｋ   11/04     　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ   10/613    　　　　
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   Ｈ０１Ｍ   10/625    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/647    　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年4月21日(2021.4.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（１１）と、
　前記圧縮機から吐出された前記冷媒を放熱させる放熱器（１２、８０）と、
　前記放熱器で放熱された前記冷媒を減圧させる空気冷却用減圧部（１３）と、
　前記空気冷却用減圧部で減圧された前記冷媒を空気と熱交換させて蒸発させる第１蒸発
器（１４）と、
　前記冷媒の流れにおいて前記空気冷却用減圧部と並列に配置され、前記放熱器で放熱さ
れた前記冷媒を減圧させる入口側減圧部（１５）と、
　前記入口側減圧部で減圧された前記冷媒を電池（２）から吸熱させて蒸発させる第２蒸
発器（１６）と、
　前記第２蒸発器で蒸発した前記冷媒を減圧させる出口側減圧部（１８）と、
　前記入口側減圧部および前記出口側減圧部の開度を制御する制御部（５０）とを備え、
　前記制御部は、前記入口側減圧部または前記出口側減圧部の開度を、前記第２蒸発器の
電池冷却能力を目標電池冷却能力にするための開度である電池冷却開度、および前記第１
蒸発器の空気冷却能力を目標空気冷却能力にするための開度である空気冷却開度のうち小
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さい方の開度に制御する制限制御を行い、
　前記制御部は、前記制限制御では、前記入口側減圧部を前記空気冷却開度および前記電
池冷却開度のうち小さい方の開度に制御し、前記出口側減圧部の開度を、前記第２蒸発器
の出口側における前記冷媒の過熱度が目標過熱度に近づくように制御する冷凍サイクル装
置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記第２蒸発器で電池を冷却することによって前記第１蒸発器での前記
空気の冷却に影響がないと判定した場合、前記入口側減圧部または前記出口側減圧部の開
度を、前記第２蒸発器の電池冷却能力を目標電池冷却能力にするための開度に制御し、前
記第２蒸発器で電池を冷却することによって前記第１蒸発器での前記空気の冷却に影響が
あると判定した場合、前記制限制御を行う請求項１に記載の冷凍サイクル装置。
【請求項３】
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（１１）と、
　前記圧縮機から吐出された前記冷媒を放熱させる放熱器（１２、８０）と、
　前記放熱器で放熱された前記冷媒を減圧させる空気冷却用減圧部（１３）と、
　前記空気冷却用減圧部で減圧された前記冷媒を空気と熱交換させて蒸発させる第１蒸発
器（１４）と、
　前記冷媒の流れにおいて前記空気冷却用減圧部と並列に配置され、前記放熱器で放熱さ
れた前記冷媒を減圧させる入口側減圧部（１５）と、
　前記入口側減圧部で減圧された前記冷媒を電池（２）から吸熱させて蒸発させる第２蒸
発器（１６）と、
　前記第２蒸発器で蒸発した前記冷媒を減圧させる出口側減圧部（１８）と、
　前記入口側減圧部および前記出口側減圧部の開度を制御する制御部（５０）とを備え、
　前記制御部は、前記入口側減圧部または前記出口側減圧部の開度を、前記第２蒸発器の
電池冷却能力を目標電池冷却能力にするための開度である電池冷却開度、および前記第１
蒸発器の空気冷却能力を目標空気冷却能力にするための開度である空気冷却開度のうち小
さい方の開度に制御する制限制御を行い、
　前記制御部は、前記第２蒸発器で電池を冷却することによって前記第１蒸発器での前記
空気の冷却に影響がないと判定した場合、前記入口側減圧部または前記出口側減圧部の開
度を、前記第２蒸発器の電池冷却能力を目標電池冷却能力にするための開度に制御し、前
記第２蒸発器で電池を冷却することによって前記第１蒸発器での前記空気の冷却に影響が
あると判定した場合、前記制限制御を行う冷凍サイクル装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記制限制御では、
　前記電池冷却開度を、前記第２蒸発器の温度（Ｔｉｎ）を目標第２蒸発器温度（Ｔｉｎ
Ｏ）にするための開度とし、
　前記空気冷却開度を、前記第１蒸発器の温度（ＴＥ）を目標第１蒸発器温度（ＴＥＯ）
にするための開度とする請求項１ないし３のいずれか１つに記載の冷凍サイクル装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記制限制御では、前記目標第２蒸発器温度（ＴｉｎＯ）を、前記電池
の温度（ＴＢ）から所定温度差（ΔＴ）だけ低い温度に決定し、前記所定温度差を、前記
電池の発熱量（Ｑ１）が大きいほど大きな値に決定する請求項４に記載の冷凍サイクル装
置。
【請求項６】
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（１１）と、
　前記圧縮機から吐出された前記冷媒を放熱させる放熱器（１２、８０）と、
　前記放熱器で放熱された前記冷媒を減圧させる空気冷却用減圧部（１３）と、
　前記空気冷却用減圧部で減圧された前記冷媒を空気と熱交換させて蒸発させる第１蒸発
器（１４）と、
　前記冷媒の流れにおいて前記空気冷却用減圧部と並列に配置され、前記放熱器で放熱さ
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れた前記冷媒を減圧させる入口側減圧部（１５）と、
　前記入口側減圧部で減圧された前記冷媒を電池（２）から吸熱させて蒸発させる第２蒸
発器（１６）と、
　前記第２蒸発器で蒸発した前記冷媒を減圧させる出口側減圧部（１８）と、
　前記入口側減圧部および前記出口側減圧部の開度を制御する制御部（５０）とを備え、
　前記制御部は、前記入口側減圧部または前記出口側減圧部の開度を、前記第２蒸発器の
電池冷却能力を目標電池冷却能力にするための開度である電池冷却開度、および前記第１
蒸発器の空気冷却能力を目標空気冷却能力にするための開度である空気冷却開度のうち小
さい方の開度に制御する制限制御を行い、
　前記制御部は、前記制限制御では、
　前記電池冷却開度を、前記第２蒸発器の温度（Ｔｉｎ）を目標第２蒸発器温度（Ｔｉｎ
Ｏ）にするための開度とし、
　前記空気冷却開度を、前記第１蒸発器の温度（ＴＥ）を目標第１蒸発器温度（ＴＥＯ）
にするための開度とし、
　前記目標第２蒸発器温度（ＴｉｎＯ）を、前記電池の温度（ＴＢ）から所定温度差（Δ
Ｔ）だけ低い温度に決定し、
　前記所定温度差を、前記電池の発熱量（Ｑ１）が大きいほど大きな値に決定する冷凍サ
イクル装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記制限制御では、前記電池の温度が高いほど、前記電池冷却開度の減
少量を大きくする請求項１ないし６のいずれか１つに記載の冷凍サイクル装置。
【請求項８】
　前記第２蒸発器は、前記電池と熱伝導可能に接触配置されている請求項１ないし７のい
ずれか１つに記載の冷凍サイクル装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記目的を達成するため、請求項１に記載の冷凍サイクル装置では、
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（１１）と、
　圧縮機から吐出された冷媒を放熱させる放熱器（１２、８０）と、
　放熱器で放熱された冷媒を減圧させる空気冷却用減圧部（１３）と、
　空気冷却用減圧部で減圧された冷媒を空気と熱交換させて蒸発させる第１蒸発器（１４
）と、
　冷媒の流れにおいて空気冷却用減圧部と並列に配置され、放熱器で放熱された冷媒を減
圧させる入口側減圧部（１５）と、
　入口側減圧部で減圧された冷媒を電池（２）から吸熱させて蒸発させる第２蒸発器（１
６）と、
　第２蒸発器で蒸発した冷媒を減圧させる出口側減圧部（１８）と、
　入口側減圧部および出口側減圧部の開度を制御する制御部（５０）とを備え、
　制御部は、入口側減圧部または出口側減圧部の開度を、第２蒸発器の電池冷却能力を目
標電池冷却能力にするための開度である電池冷却開度、および第１蒸発器の空気冷却能力
を目標空気冷却能力にするための開度である空気冷却開度のうち小さい方の開度に制御す
る制限制御を行い、
　制御部は、制限制御では、入口側減圧部を空気冷却開度および電池冷却開度のうち小さ
い方の開度に制御し、出口側減圧部の開度を、第２蒸発器の出口側における冷媒の過熱度
が目標過熱度に近づくように制御する。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　さらに、制御部が、制限制御において、入口側減圧部の開度を電池冷却開度および空気
冷却開度のうち小さい方の開度に制御し、第２蒸発器から流出した冷媒の過熱度が目標過
熱度となるように出口側減圧部の開度を制御することによって、第２蒸発器でドライアウ
トが発生することを抑制できる。その結果、消費動力の増加を抑制しつつ空気冷却と電池
冷却、電池温度ばらつきの抑制とを極力両立させることができる。
　上記目的を達成するため、請求項３に記載の冷凍サイクル装置では、
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（１１）と、
　圧縮機から吐出された冷媒を放熱させる放熱器（１２、８０）と、
　放熱器で放熱された冷媒を減圧させる空気冷却用減圧部（１３）と、
　空気冷却用減圧部で減圧された冷媒を空気と熱交換させて蒸発させる第１蒸発器（１４
）と、
　冷媒の流れにおいて空気冷却用減圧部と並列に配置され、放熱器で放熱された冷媒を減
圧させる入口側減圧部（１５）と、
　入口側減圧部で減圧された冷媒を電池（２）から吸熱させて蒸発させる第２蒸発器（１
６）と、
　第２蒸発器で蒸発した冷媒を減圧させる出口側減圧部（１８）と、
　入口側減圧部および出口側減圧部の開度を制御する制御部（５０）とを備え、
　制御部は、入口側減圧部または出口側減圧部の開度を、第２蒸発器の電池冷却能力を目
標電池冷却能力にするための開度である電池冷却開度、および第１蒸発器の空気冷却能力
を目標空気冷却能力にするための開度である空気冷却開度のうち小さい方の開度に制御す
る制限制御を行い、
　制御部は、第２蒸発器で電池を冷却することによって第１蒸発器での空気の冷却に影響
がないと判定した場合、入口側減圧部または出口側減圧部の開度を、第２蒸発器の電池冷
却能力を目標電池冷却能力にするための開度に制御し、第２蒸発器で電池を冷却すること
によって第１蒸発器での空気の冷却に影響があると判定した場合、制限制御を行う。
　これにより、請求項１に記載の冷凍サイクル装置と同様の作用効果を奏することができ
る、
　上記目的を達成するため、請求項６記載の冷凍サイクル装置では、
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（１１）と、
　圧縮機から吐出された冷媒を放熱させる放熱器（１２、８０）と、
　放熱器で放熱された冷媒を減圧させる空気冷却用減圧部（１３）と、
　空気冷却用減圧部で減圧された冷媒を空気と熱交換させて蒸発させる第１蒸発器（１４
）と、
　冷媒の流れにおいて空気冷却用減圧部と並列に配置され、放熱器で放熱された冷媒を減
圧させる入口側減圧部（１５）と、
　入口側減圧部で減圧された冷媒を電池（２）から吸熱させて蒸発させる第２蒸発器（１
６）と、
　第２蒸発器で蒸発した冷媒を減圧させる出口側減圧部（１８）と、
　入口側減圧部および出口側減圧部の開度を制御する制御部（５０）とを備え、
　制御部は、入口側減圧部または出口側減圧部の開度を、第２蒸発器の電池冷却能力を目
標電池冷却能力にするための開度である電池冷却開度、および第１蒸発器の空気冷却能力
を目標空気冷却能力にするための開度である空気冷却開度のうち小さい方の開度に制御す
る制限制御を行い、
　制御部は、制限制御では、
　電池冷却開度を、第２蒸発器の温度（Ｔｉｎ）を目標第２蒸発器温度（ＴｉｎＯ）にす
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るための開度とし、
　空気冷却開度を、第１蒸発器の温度（ＴＥ）を目標第１蒸発器温度（ＴＥＯ）にするた
めの開度とし、
　目標第２蒸発器温度（ＴｉｎＯ）を、電池の温度（ＴＢ）から所定温度差（ΔＴ）だけ
低い温度に決定し、
　所定温度差を、電池の発熱量（Ｑ１）が大きいほど大きな値に決定する。
　これにより、請求項１に記載の冷凍サイクル装置と同様の作用効果を奏することができ
る、
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
　例えば、制御装置５０は、圧縮機制御部５０ａ、絞り制御部５０ｂを有している。圧縮
機制御部５０ａは、制御装置５０のうち圧縮機１１を制御する。絞り制御部５０ｂは、制
御装置５０のうち第１膨張弁１３、第２膨張弁１５および出口側膨張弁１８を制御する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０３】
　一方、ステップＳ１００にて、車両制御装置７０からの電池冷却要求があると判定した
場合、空気冷却および電池冷却の両方が必要であることから、ステップＳ１２０へ進み、
冷凍サイクル装置１０を作動させて空気＋電池冷却運転を行うことを決定する。
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